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研究成果の概要（和文）：本研究では，情報爆発の時代におけるWeb利活用に向けて，「キュレーション」の視点が重
要であることを示し，「生涯学習」および「地域活動」においてキュレーションを取り入れたWeb利活用を実践した．
社会活動において，Webをどう活用していくのかを考え，市民がWebを利活用できるような環境を構築することの重要性
が示された．技術的にWebを使って情報を流すだけでなく，なぜその情報が必要なのかといった意味を持たせ，情報や
コンテンツの価値を高める工夫が必要となる．この「人」から「人」へ価値ある情報を分かりやすく届ける作業がキュ
レーションであり，今後のWebにとって重要な要素と考える．

研究成果の概要（英文）：In education and social activities, effective practical uses of the Web are 
required, and various actual verification experiments are conducted. In this research, we showed that the 
“curation” viewpoint is important for practical Web use and practiced curation in astronomy education 
for lifelong learning and local community activities. In social activities, we showed the importance of 
using the Web and constructing an environment with which people were able to use it for specific 
purposes. In addition to using Web Technologies, we need to consider why these types of information are 
important and how to raise its values. Curation intelligibly sends valuable information from person to 
person, which is an important element for the Web's future. We will continue to look for the best Web 
curation method by introducing the newest structure.

研究分野： 電子社会設計
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

IT 関連のモノやサービスの著しい低価格
化による社会の革命的変化は「チープ革命」
と呼ばれ，このチープ革命によって情報発信
と受信のコストが劇的に低下した．これによ
り，Web の活用による様々な“メディア”が
登場し，それらの大衆による情報メディアは
社会での影響力を高め，従来とは異なった大
きな変化をもたらしている． 

Web2.0 と呼ばれる Web の変化と共に，大
衆が Web を使って情報を受発信することで，
社会的な影響力を高め，「マスメディア化」
した．これらの，大衆をコンテンツ消費者側
からコンテンツ生産者の側に変えるメディ
アは，「マスメディア」に対し，「ソーシャル
メディア」と呼ばれている．近年では，ブロ
グや Twitter などのソーシャルメディアはプ
ラットフォーム化し，既存のメディアやコミ
ュニケーションを大きく変えるものとなっ
ている．そして，ソーシャルメディアを使っ
て情報の受発信が活発に行われるようにな
ると，Web 上の情報量は膨大となり，「情報
爆発」と呼ばれる現象が発生した．情報量は
今後益々増加すると考えられており，利用者
が必要とする情報を適切に集め，ある特定の
分野や目的に合わせて提供することのでき
る Webが求められるようになってきている． 

 

 

２．研究の目的 

 

 本研究では，これらの情報爆発の時代にお
ける Web 利活用に向け，「キュレーション」
の視点を取り入れることを目的とする．キュ
レーションとは，元々，博物館や美術館等で
作品や資料を整理・管理・研究し，わかりや
すい展示を行なう作業のことである．近年，
情報大爆発ともいわれている Web において
も，同様にキュレーション的な役割が求めら
れている．Webにおけるキュレーションでは，
Web サイトの目的を考え，コンテンツを収集
し，コンテンツを管理し，目的に適した形で
提供し，社会の中での活用方法を考えること
であるといえる．本研究では，これを「Web

キュレーション」と呼ぶ． 

このように社会における Web メディアの
適切な利活用が求められる中，価値ある情報
が十分に利活用されていない分野も多く存
在する．その理由として，情報分野の専門で
はない人々にとって，ある特定分野での Web

の利活用は簡単ではなく，活用したくても適
切な活用方法が分からないということがい
える．本研究では，その代表例として「市民」
に向けた Web の利活用を事例として，「生涯
学習」および「地域活動」の分野で検証を行
った． 

 

 

 

３．研究の方法 

 

(1)実フィールドを対象とした Web キュレー
ションの実践 

 技術的な新規性を目指すのではなく，生涯
学習や地域活動といった実フィールドにお
いて，それらのコミュニティのニーズに適し
た Webキュレーションを実践し，その具体的
な手法や課題，各々のコミュニティにおける
違いを検証する．既存技術や新たな技術をど
のようにフィールドに取り入れ，利活用して
いくべきなのかを明らかにする． 

 

(2)Webキュレーションの明確化・汎用性 

 社会における複雑な要因への対処方法を
踏まえ，上記(1)の実フィールドにおける実践
によって，Webキュレーションの概念をより
明確なものにする．利用者にとってこれまで
とは異なる新しい価値を提供できるよう，
Web の活用方法について十分に検討し，実現
に向けた課題を明確にする．また，2 つのフ
ィールドで実践することで，汎用性のある概
念となることを目指す． 

 

(3)社会における Web キュレーションの重要
性 

 Webキュレーションによって提供される価
値は，ユーザの主観によって判断される傾向
が強い．利用者の要求の多様化・複雑化に対
し，その価値をどのように測定するのかが重
要となる．本研究では，各フィールドにおけ
る長期・継続的な実運用を行い，そこで得ら
れたフィードバックを取り入れる形で，それ
らの評価を行い，Webキュレーションの重要
性を明らかにする． 

 

上記，(1)～(3)を具体的に実践するプロジェク
トとして，主に下記 A～Cを実施した． 

 

A. 天文教育向けモバイルガイドシステム 

B. 観光イベント向けガイドアプリの開発 

C. 地域福祉活動のための情報活用環境 

 

 

４．研究成果 

 

 上記 A～C のプロジェクトについての詳細
を以下に記す． 

 

A. 天文教育向けモバイルガイドシステム 

----------------------------------------------------------- 

《概要》 

フィールド：名古屋市科学館天文フロア 

内容：学芸員による教育活動を支援する Web

アプリを開発し，来館者の鑑賞を支援するた
めのキュレーションを実施 

Web キュレーション： 

・興味，関心を持ってもらうための方法 

・教育方法に適したコンテンツの編集と提供 

----------------------------------------------------------- 



本プロジェクトでは，学芸員の教育普及活
動の支援を行いモバイルガイドの継続性を
担保することで，来館者の鑑賞支援にも寄与
しようと考え，モバイルガイド（図 1）のコ
ンテンツを管理することの出来るシステム
を開発した． 

 

 

図 1. モバイルガイドの表示例 

 

Webメディアを活用したモバイルガイドシ
ステムでは，「学芸員の見どころビデオ」を
提供している．このビデオでは，学芸員自ら
が展示の前で月替りのテーマと展示との関
わりを解説する．具体的には，プラネタリウ
ムの内容を振り返り，展示とのつながりを示
し，展示ならではの見どころを紹介するとい
う解説の流れになっている．また，その他の
コンテンツである，月替りのテーマの解説や，
展示 1つ 1つの解説文章などは，データベー
スで管理されている．学芸員がこれらのデー
タベースやビデオを管理し，モバイルガイド
を更新していくためには，プラネタリウムテ
ーマとそれに関連するビデオを投稿できる
システムが必要である．モバイルガイドのメ
インコンテンツとも言える「学芸員の見どこ
ろビデオ」は，学生の手によって撮影・編集・
投稿が行われていた．しかし，モバイルガイ
ドの継続性を担保するためには，科学館外の
者の手を借りることなく学芸員の手によっ
てガイドの更新を行えることが必要である
と考えた． 

そこで，プログラミング等のスキルを持た
ない学芸員でも利用できるよう，インターネ
ットブラウザで，スマートフォンで動画を撮
影しガイドのコンテンツが保存されている
サーバへ投稿することのできるシステムを
開発し，第一回の実験で，学芸員がシステム
を利用し，動画の撮影と投稿が行えるように
した．また，動画編集やサーバの容量確保の
課題について，改善を加えたシステムを開発
した．ビデオの管理には，動画投稿サイト
YouTube を利用することにより（図 2），ビデ
オの編集作業が容易になるという利点と，動
画の保存先に悩む必要がなくなるという利
点が明らかとなった．学芸員は，従来通りブ
ラウザから YouTubeに動画を投稿でき，即座
にモバイルガイドに反映される．これらを踏
まえた学芸員に対する第二回の実験でも同

様に学芸員にシステムを使用してもらい，評
価を行った． 

その結果，モバイルガイドの継続性は学芸
員によって担保され，プラネタリウムと展示
をつなぐ鑑賞という仕組みが，天文展示室で
行われていくであろうことが確認できた． 

 

 

図 2. 「見どころビデオ」の編集 

 

 

B. 観光イベント向けガイドアプリの開発 

----------------------------------------------------------- 

《概要》 

フィールド：名古屋市東区「文化のみち」 

内容：地域イベントにおける観光情報の提供
を支援する Webアプリを開発し，来場者の移
動を支援するための観光情報のキュレーシ
ョンを実施 

Web キュレーション： 

・地域観光情報を分かりやすく提供するため
の方法 

・市民主体によるコンテンツの管理と編集 

----------------------------------------------------------- 

 

本プロジェクトでは，オープンソースソフ
トウェアを利用した観光ガイドシステムを
開発し，観光客と観光提供側の双方の支援を
行った．観光客に対しては，スマートフォン
向けアプリを通して観光情報提供を行った．
また，観光提供側が容易に情報更新できるシ
ステムにすることで，継続的なシステム運用
と適切な観光提供が行われることを支援し
た． 

本プロジェクトでは，観光ガイドシステム
として，フォトラリーシステムとイベントガ
イドシステムを開発し，それぞれ別の機能を
設けて観光の支援を行った． 

フォトラリーシステムは，近年増加する利
用者情報の重要性に着目し，観光客視点の情
報発信と活用を促すように，観光地で写真を
撮影・投稿できるフォトラリーアプリの開発
を行った（図 3）．計 4回の利用者実験の結果，
フォトラリーアプリを用いて，よりエリアに
対する理解を深めることができ，エリアへの
再訪意欲が高められるという結果を得た． 

またフォトラリーアプリに提示する観光
スポット情報を更新するための，スポット管
理システムを WordPress のプラグインという
形で開発した．実際に観光提供側に操作して
もらい，情報更新が可能であることを実証し



た． 

 

 

図 3. フォトラリーアプリ表示例 

 

イベントガイドシステムでは，フォトラリ
ーシステムで行っていなかった，スポットへ
の経路案内とイベント検索の機能をもった
イベントガイドアプリの開発を行った（図 4）．
経路案内では，観光エリア内の公共交通機関
の情報も考慮した．スポットの紹介や経路案
内が観光客の観光計画に役立ち，行動範囲の
拡大に寄与することができた（図 5）．また情
報管理の面においてフォトラリーシステム
で課題となっていた情報収集・整理の負担に
ついては，オープンデータを用いたシステム
にすることで，それらの手間を削減した． 

本アプリは，名古屋市バスのオープンデー
タを利用した最初の事例となり，名古屋市の
オープンデータ推進にも貢献することがで
きた． 

  

図 4. イベントガイド表例 

  

図 5. イベントガイドを用いた実証実験 

 

C. 地域福祉活動のための情報活用環境 

----------------------------------------------------------- 

《概要》 

フィールド：名古屋市東区社会福祉協議会 

内容：地域福祉活動における課題解決へ向け，
タブレット端末の導入による解決策を提案
し，実務で利用することでキュレーションさ
れた情報の利活用を検討 

Web キュレーション： 

・地域福祉情報を分かりやすく整理／表示す
るための方法 

・地域支援者による情報整理とタブレット端
末による実務での活用 

----------------------------------------------------------- 

 

本プロジェクトでは，地域福祉現場におい
て社会福祉協議会が保有する紙媒体の情報
を電子化し，Web上で整理する情報活用環境
を地域支援者へ向けて設計した（図 6）．地域
支援者が Web 上で整理された情報を閲覧し，
日常業務に活用していくことで，地域福祉活
動における課題を解決することを目指した． 

 

図 6. 情報活用環境の全体像 

 

 情報活用環境は，更新者と閲覧者の 2つの
役割に分けて設計した．社会福祉協議会職員
が更新者として紙媒体の情報の電子化から
Web での情報整理までを担い，地域支援者が
整理された情報の活用を担った．実験参加者
には，タブレット端末を付与し，あらゆる場
面で情報活用が可能になる環境設計に取り
組んだ．本プロジェクトでは，既存のサービ
スである CamScanner と Google Drive を採用
した．既存のサービスを利用することで，環
境の安定性及び汎用性を担保することがで
きた（図 7）．一方，本プロジェクトで採用し
たアプリが最適であるかの検証は，今後，他
のアプリとの比較を通して実施する． 

 

 

 

図 7. 情報活用環境利用の手順 



 実証実験を通して，更新者及び閲覧者から
本プロジェクトで設計した情報整理方法は
有用であることが明らかになった．また，紙
媒体の情報だけではなく，写真という別媒体
の情報へのニーズも把握できた．更新者に関
しては情報更新頻度に関して課題が残った．
情報更新をより活発化させるため，情報活用
環境を運用するルールを検討していく必要
がある．また，閲覧者に関しては今後地域支
援者の業務内容を再分析し，地域支援者が必
要としている情報を特定し，より地域支援者
が情報を活用しやすくなる環境を検討して
いく． 

 本プロジェクトでは名古屋市東区をフィ
ールドに情報活用環境の導入を実施した（図
8）．そして，本プロジェクトは名古屋市全区
の社会福祉協議会が，それぞれの取り組みを
発表する「地域福祉・在宅福祉事業実践研究
合同発表会」の部門間連携分野において会長
賞を受賞した．本環境が，他の地域からも高
い評価を得たことが分かり，今後は他の地域
への導入も視野に入れた，環境の汎用性にも
取り組んでいきたいと考えている． 

 

 

図 8. タブレット講習会の様子 

 

《全体の考察》 

 

 本研究では，「キュレーション」を取り入
れた新たな Web設計を行い，市民向けコミュ
ニティにおける Web メディアの活用方法を
検証することを目的とした．Web のより社会
的な活用を検討するための方法として「Web

キュレーション」を提案し，複数の実践的プ
ロジェクトを通じて，その効果を検証した． 

Web をはじめとする ICT の活用によって，
今まで学芸員がプラネタリウムや展示物で
しかできなかった教育を，多くの人に対して
実践できるようになる．天文の面白さを知っ
てもらいたいと考えている学芸員はそれを
望んでおり，本研究で示したような，ガイド
コンテンツの制作を学芸員自身が行ってい
けるシステムが今後益々重要になってくる
と考えられる．このように，より効果的なコ
ンテンツの提供を実現するためには，Webキ
ュレーションを意識し，天文教育にとって必
要な情報や教材を集め，選択し，それに適し
たデータベースを構築し，意味づけを行うな
ど，提供する教材コンテンツの価値を高める

ための配信を検討することが重要だと分か
った．つまり，生涯学習向け天文教育におけ
る Webキュレーションでは，学芸員の教育方
法に適したキュレーションが必要であり，シ
ステムはそれを補う仕組みとなることが理
想である． 

一方，ソーシャルメディアの普及に伴い，
様々な形で観光や地域情報を発信すること
が可能となってきている．したがって，観光
や地域コミュニティでは，様々なメディアか
ら発信された情報を集め，各コミュニティの
中で利活用できるように提供することが必
要だといえる．このように，地域活動におけ
る Web利活用を推進するためには，Webキュ
レーションを意識し，地域にとって重要な情
報発信主体からの情報を集め，整理し，デー
タベースで管理を行い，地域での利用方法に
適した意味づけを行うなど，情報の価値を高
めるための情報発信方法を検討することが
重要だと分かった．つまり，地域活動におけ
る Webキュレーションでは，情報の受発信を
行う市民に適したキュレーションが必要で
あり，システムはそれを補う仕組みとなるこ
とが理想である． 

このように，技術的に Webを使って情報を
流すだけでなく，なぜその情報が必要なのか
といった意味を持たせ，情報やコンテンツの
価値を高める工夫が必要となる．この「人」
から「人」へ価値ある情報を分かりやすく届
ける作業がキュレーションであり，今後の
Web にとって重要な要素と考える（図 9）． 

今後も Web そのものをキュレーションさ
れたメディアとして示していけるよう，最新
の仕組みを導入しながら，その最善の方法を
模索していきたいと考えている． 
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図 9. Webキュレーション 
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